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Ⅰ　　平成19年度決算の特徴及び平成20年度業績・配当予想等

１．平成19年度決算の特徴

①主要損益の状況【単体】・・・詳細Ｐ7

本業の収益を示すコア業務純益は、前年同期比14億円の増益となり、３期連続で過去最高の139億円

 [9]となりました。これは、貸出金や有価証券などの運用資産増加により資金利益が約７億円増加[2]

 したこと及び預かり資産販売が好調なことにより役務取引等利益が10億円増加[3]したこと、並びに

 引き続き経費の削減に努め、２億円の削減[5]を行ったことによるものです。

なお、国債等債券損益が50億円増加[10]及び一般貸倒引当金繰入額が13億円増加[11]したことから

 業務純益は51億円増加[12]の222億円となりました。

臨時損益の部分では、これまで以上に厳しい基準で自己査定を実施したことから、不良債権処理は、

（百万円）

1 業務粗利益 △ 26,129 △ 72,337 46,208
2 資金利益 31,214 △ 1,963 33,177
3 役務取引等利益 4,680 △ 47 4,727
4 その他業務利益 △ 62,023 △ 70,325 8,302
5 経費（除く臨時処理分）(△) 26,174 1,154 25,020
6 うち人件費 10,969 363 10,606
7 うち物件費 13,832 911 12,921
8 実質業務純益 ※注2. △ 52,303 △ 73,490 21,187
9 コア業務純益 ※注3. 9,751 △ 4,331 14,082
10 国債等債券損益（5勘定尻） △ 62,055 △ 69,160 7,105
11 一般貸倒引当金繰入額(△) △ 5,213 △ 5,612 399
12 業務純益 △ 47,089 △ 67,877 20,788
13 臨時損益 △ 17,230 △ 6,294 △ 10,936
14 うち貸倒償却等(△) 15,429 11,572 3,857
15 うち株式関係損益 △ 1,466 △ 9,103 7,637
16 うち株式等償却(△) 7,052 6,131 921
17 うち債券売却損（△） △ 13,864 13,864
18 経常利益 △ 64,319 △ 74,170 9,851
19 特別損益 539 44 495
20 うち償却債権取立益 705 △ 90 795
21 税引前当期純利益 △ 63,780 △ 74,127 10,347
22 法人税、住民税及び事業税(△) 68 28 40
23 法人税等調整額(△) △ 8,834 △ 13,150 4,316
24 当期純利益 △ 55,015 △ 61,048 6,033
25 与信コスト（11＋14－20） 9,510 6,049 3,461

（注） 1.金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

2.実質業務純益とは、一般貸倒引当金繰入額を除いた業務純益です。

3.コア業務純益とは、国債等債券損益（5勘定尻）及び一般貸倒引当金繰入額を除いた業務純益です。

（百万円）

19年３月期

19年３月期比

20年３月期

　平成19年度は、サブプライムローン問題に端を発した市場混乱が、欧米金融機関の信用不安や米国経済の後
退懸念に波及する等、混乱は長期化の様相を呈しはじめたため、経営の健全性を阻害する含み損がさらに拡大
する可能性を排除すべく、保有有価証券の思い切った処理を行い、有価証券含み損をほぼ一掃しました。この
結果、国債等債券関係損益と株式関係損益では635億円の一時的な損失を計上し、経常損失は643億円、当期純
損失は550億円となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（増減額は19年３月期比）

14,000

9,751
14,08213,923

12,52211,715

△55,015

6,0335,0064,5224,158

12,000

16年3月期 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期 21年3月期
（予想）

コア業務純益 当期純利益
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【業務粗利益】

【コア業務純益・業務純益】

【経常利益】

＋

－

【当期純利益】

＋

（ご参考）　収益の仕組み

＝

＝

[1]業務粗利益　△261億円

＋

＝－

－

－

＋

－

＝

－

－

－

－

資金運用収益    544億円
 貸出金・有価証券運用の利息収入

役務取引等収益   83億円
 投信販売手数料、振込手数料・ＡＴ
Ｍ手数料等による収入

資金調達費用　   232億円
 各種預金や社債等の支払利息 [2]資金利益　　　312億円

[4]その他業務利益
              △620億円

その他業務収益　 69億円
 国債等の債券売却益や外国為替の売
買益など

その他業務費用　 690億円
 国債等の債券売却損など

役務取引等費用　  36億円
 ローン保証料や団体信用生命保険料な
ど

[3]役務取引等利益 46億円

[10]国債等債券損益
               △620億円
 売却益+償還益-売却損-償還損-償却

[5]経費          261億円
 人件費・物件費・税金
（退職金などの臨時費用は除く）

[11]一般貸倒引当金繰入額
　　　　        △52億円

[12]業務純益    △470億円

[9]コア業務純益    97億円

[12]業務純益  △470億円

臨時収益         122億円
　株式等売却益など

臨時費用         294億円
　不良債権処理・株式等売却損・退職金
  など

[18]経常利益   △643億円

[1]業務粗利益 △261億円

[18]経常利益  △643億円

[19]特別損益        5億円
　償却債権取立益や不動産減損損失

[22]法人税、住民税及び事業税
　　　　　　　 　　　0億円

[24]当期純利益 △550億円

[23]法人税等調整額 △88億円
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②主要勘定の状況【単体】
ア　預金

（百万円）

（末残） 2,191,128 54,181 △ 15,320 2,136,947 2,206,448
うち個人預金 1,806,661 55,893 26,485 1,750,768 1,780,176

（平残） 2,182,390 106,479 21,541 2,075,911 2,160,849
うち個人預金 1,788,542 94,739 16,626 1,693,803 1,771,916

（億円）

イ　貸出金

 （百万円）

（末残） 1,599,491 82,708 76,928 1,516,783 1,522,563
事業性貸出金 1,120,095 72,238 64,538 1,047,857 1,055,557
消費者ローン 479,396 10,471 12,391 468,925 467,005

住宅ローン 461,767 11,892 13,065 449,875 448,702
その他ローン 17,629 △ 1,420 △ 673 19,049 18,302

（平残） 1,526,905 91,870 33,339 1,435,035 1,493,566

（億円）

貸 出 金

貸 出 金

19年９月期

19年３月期比 19年９月期比

預 金

預 金

20年３月期 19年３月期

20年３月期 19年３月期 19年９月期

19年３月期比 19年９月期比

　貸出金は事業性貸出を中心に順調に増加し、期末残高は19年３月期比827億円増加し、１兆5,994億円と
なりました。

18,222
19,271

21,369
20,278

21,911

14,912 15,730 16,415
17,507 18,066

16年3月期 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期

預金 うち個人預金

15,99415,167
14,24113,615

12,663

11,20010,4789,6169,3468,855

4,6174,4984,4284,0743,595

16年3月期 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期

貸出金 うち事業性貸出 うち住宅ローン

　預金は個人預金を中心に期末残高は19年３月期比541億円増加し、２兆1,911億円となりました。
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ウ　有価証券

（百万円）

（末残） 357,664 △ 576,860 △ 541,762 934,524 899,426
うち株式 66,299 △ 32,357 3,890 98,656 62,409

（平残） 973,021 108,333 18,698 864,688 954,323

③預かり資産

（百万円）

預かり資産 325,456 35,295 △ 344 290,161 325,800
個人年金保険等 125,323 36,831 16,378 88,492 108,945
公共債 47,937 7,019 1,465 40,918 46,472
投資信託 152,195 △ 8,555 △ 18,187 160,750 170,382

（注） 個人年金保険等は、販売累計額を計上しております。
（億円）

④金融再生法開示債権の状況【単体】・・・詳細Ｐ14

（百万円）

金融再生法開示債権残高（Ａ) 39,097 △ 1,663 △ 13,544 40,760 52,641
正常債権 1,581,707 82,782 89,760 1,498,925 1,491,947

1,620,805 81,120 76,217 1,539,685 1,544,588
開示債権比率（Ａ）／（Ｂ） 2.41 % △ 0.23 % △ 0.99 % 2.64 % 3.40 %
保全額（Ｃ） 34,523 984 △ 9,460 33,539 43,983
保全率（Ｃ）／（Ａ） 88.3 % 6.1 % 4.8 % 82.2 % 83.5 %

（億円・％）

19年９月期

19年９月期

19年３月期比 19年９月期比

20年３月期 19年３月期

有価証券

有価証券

20年３月期 19年３月期

総与信合計（Ｂ）

19年３月期比 19年９月期比

19年９月末19年３月末20年３月末

19年９月末比19年３月末比

  平成20年３月期の金融再生法開示債権は、不良債権の最終処理を着実に進め、19年３月期比16億円減少の
390億円となり、開示債権比率も2.41％へ低下しました。
  開示債権残高及び開示債権比率は、最も低い水準であり、資産の健全化が一層進みました。

  有価証券の含み損をほぼ一掃して、期末残高は19年３月期比5,768億円減少の3,576億円となり、相場下落
リスクを大幅に軽減しました。

　金融商品取引法に対応した販売体制を整える中で、独立系地銀の立場を活かし、系列にとらわれないお客
さまの目線に立った多様な金融商品を揃え、預かり資産残高は増加を続けております。

759

390408440
545

5.84%

3.92%
3.03%

2.64% 2.41%

16年3月末 17年3月末 18年3月末 19年3月末 20年3月末

金融再生法開示債権残高

開示債権比率

1,5211,607
976

270 546

479409

303

68

199

1,253
884

553

209

348

16年3月期 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期

個人年金保険等

公共債

投資信託

547

1,094

1,832

2,901
3,254
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⑤与信コストの状況【単体】

（百万円）

与信コスト　　　　　　 9,510 6,049 △ 16,948 3,461 26,458
一般貸倒引当金繰入額 △ 5,213 △ 5,612 △ 7,183 399 1,970
個別貸倒引当金純繰入額 5,957 5,035 5,171 922 786
貸出金償却 9,710 6,762 △ 14,631 2,948 24,341
債権売却損益等 △ 310 △ 297 △ 314 △ 13 4
偶発損失引当金繰入額 71 71 71
償却債権取立益（△） 705 △ 90 61 795 644

（億円）

⑥自己資本比率及び繰延税金資産の状況【単体】・・・詳細Ｐ11

（百万円）

自己資本比率（％） 10.75 % △ 1.42 % △ 0.36 % 12.17 % 11.11 %
基本的項目（TierⅠ） 66,127 △ 32,550 △ 14,332 98,677 80,459

TierⅠ比率（％） 5.58 % △ 2.18 % △ 0.83 % 7.76 % 6.41 %
補完的項目（TierⅡ） 62,469 5,186 2,400 57,283 60,069

自己資本 127,473 △ 27,344 △ 11,924 154,817 139,397
リスクアセット 1,184,923 △ 86,290 △ 69,403 1,271,213 1,254,326

繰延税金資産 23,197 13,097 △ 1,930 10,100 25,127
TierⅠに占める割合 35.0 % 24.8 % 3.8 % 10.2 % 31.2 %

（％）

19年９月期

[速報値] 19年３月期比 19年９月期比

20年３月期 19年３月期

20年３月期 19年３月期 18年３月期

19年３月期比 18年３月期比

9.43 9.45

11.75 12.17

10.75

5.87 5.88

8.21
7.76

5.58

16年3月期 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期[速報値]

自己資本比率
ＴｉｅｒⅠ比率

　資産の健全化を一層進めた結果、与信コストは95億円となりました。

264

138
160

34

95

16年3月期 17年3月期 18年3月期 19年3月期 20年3月期

　有価証券関係損失635億円を主因に当期純損失を550億円計上しましたが、優先株式発行等による自己資本の
充実策を実施したことにより、単体自己資本比率は10.75％と十分な水準を維持しました。

－ 5 －



２．平成20年度業績・配当予想等

【単体業績予想】

　

1 経常収益 67,000 △ 14,966 81,966 △ 11,131 44,131
2 経常利益 11,500 75,819 △ 64,319 △ 2,715 8,215
3 当期純利益 12,000 67,015 △ 55,015 796 4,704

4 業務純益 14,000 61,089 △ 47,089 △ 615 7,115
5 コア業務純益 14,000 4,249 9,751 1,096 5,404

【連結業績予想】
（百万円）

6 経常収益 73,000 △ 15,452 88,452 △ 11,365 47,365
7 経常利益 11,500 75,618 △ 64,118 △ 2,740 8,240
8 12,000 66,968 △ 54,968 797 4,703

【配当予想】

優先株式 196 196
普通株式 0 65 65

優先株式 2.14 2.14
普通株式 0 0 0
優先株式
普通株式 0 65 65 普通配当 50円 　記念配当 15円

【自己資本比率予想】

12 単　　体 10.75 %
13 10.62 %

6,500

36,000
5,500
5,500

33,000
5,500
5,500

6,500

11

年間

（百万円）

（百万円）

9

10

（円）

20年９月期
（ 予 想 ） 19年９月期比

19年９月期
（ 実 績 ）

平成20年度(予想)

平成19年度(予定)

平成18年度(実績)

11%

当期純利益

21年３月期

中間期

連　　結
11%

20年３月期

21年３月期 20年３月期

（ 予 想 ） 20年３月期比 （ 実 績 ）

20年９月期
（ 予 想 ）

21年３月期 20年３月期
（ 予 想 ） （ 実 績 ）

期末

（ 予 想 ） 20年３月期比 19年９月期比

19年９月期
（ 実 績 ）（ 実 績 ）

　平成20年度は、有価証券含み損をほぼ一掃したことにより、有価証券運用収益が大きく改善するほか、引
き続き預かり資産の販売を強化することで手数料収入の増加も見込まれることから、コア業務純益140億円、
経常利益115億円、当期純利益120億円を達成し、Ｖ字回復を目指します。

　平成19年度の普通株式の配当につきましては、多額の損失計上となりましたので、誠に遺憾ではあり
ますが見送りさせていただきたいと存じます。
　なお、平成20年度の普通株式の配当につきましては、業績のＶ字回復を実現し、期末配当65円の復配
を予定しております。
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　 Ⅱ　　平成19年度決算の概況

１．損益状況【単体】
（百万円）

1 業務粗利益 △ 26,129 △ 72,337 46,208

2 資金利益 31,214 △ 1,963 33,177

3 役務取引等利益 4,680 △ 47 4,727

4 その他業務利益 △ 62,023 △ 70,325 8,302

5 国内業務粗利益 △ 11,827 △ 56,838 45,011

6 資金利益 34,399 1,585 32,814

7 役務取引等利益 4,620 △ 44 4,664

8 その他業務利益 △ 50,847 △ 58,379 7,532

9 国際業務粗利益 △ 14,301 △ 15,497 1,196

10 資金利益 △ 3,185 △ 3,547 362

11 役務取引等利益 59 △ 4 63

12 その他業務利益 △ 11,175 △ 11,945 770

13 経費（除く臨時処理分）(△) 26,174 1,154 25,020

14 人件費 10,969 363 10,606

15 物件費 13,832 911 12,921

16 税金 1,372 △ 120 1,492

17 実質業務純益 △ 52,303 △ 73,490 21,187

18 コア業務純益 9,751 △ 4,331 14,082

19 国債等債券損益（5勘定尻） △ 62,055 △ 69,160 7,105

20 一般貸倒引当金繰入額(△) △ 5,213 △ 5,612 399

21 業務純益 △ 47,089 △ 67,877 20,788

22 臨時損益 △ 17,230 △ 6,294 △ 10,936

23 15,429 11,572 3,857

24 貸出金償却 9,710 6,762 2,948

25 個別貸倒引当金純繰入額 5,957 5,035 922

26 偶発損失引当金繰入額 71 71

27 債権売却損益等 △ 310 △ 297 △ 13

28 株式関係損益 △ 1,466 △ 9,103 7,637

29 株式等売却益 10,523 1,955 8,568

30 株式等売却損(△) 4,937 4,929 8

31 株式等償却(△) 7,052 6,131 921

32 債券売却損（△） △ 13,864 13,864

33 その他臨時損益 △ 334 518 △ 852

34 経常利益 △ 64,319 △ 74,170 9,851

35 特別損益 539 44 495

36 償却債権取立益 705 △ 90 795

37 睡眠預金払戻損失引当金戻入益 32 32

38 固定資産処分損（△） 46 △ 60 106

39 減損損失(△) △ 6 6

40 過年度役員退職慰労引当金繰入額（△） △ 186 186

41 過年度睡眠預金払戻損失引当金繰入額（△） 151 151

42 税引前当期純利益 △ 63,780 △ 74,127 10,347

43 法人税、住民税及び事業税(△) 68 28 40

44 還付法人税等（△） 42 △ 42

45 法人税等調整額(△) △ 8,834 △ 13,150 4,316

46 当期純利益 △ 55,015 △ 61,048 6,033

47 与信コスト(20＋23－36） 9,510 6,049 3,461

19年３月期

19年３月期比

20年３月期

貸倒償却等(△)

－ 7 －



【連結】
<連結損益計算書ベース> （百万円）

1 連結粗利益 △ 24,622 △ 72,400 47,778
2 資金利益 31,184 △ 2,038 33,222
3 役務取引等利益 6,216 △ 37 6,253
4 その他業務利益 △ 62,023 △ 70,325 8,302
5 営業経費（△） 26,717 1,287 25,430
6 貸倒償却引当費用（△） 11,183 5,672 5,511

うち貸出金償却 10,597 6,822 3,775
うち個別貸倒引当金繰入額 5,800 5,037 763
うち一般貸倒引当金繰入額 △ 4,996 △ 5,964 968

7 株式等関係損益 △ 1,534 △ 9,172 7,638
8 その他 △ 60 14,306 △ 14,366
9 経常利益 △ 64,118 △ 74,227 10,109
10 特別損益 539 107 432
11 うち償却債権取立益 705 △ 94 799
12 税金等調整前当期純利益 △ 63,578 △ 74,119 10,541
13 法人税、住民税及び事業税（△） 146 48 98
14 還付法人税等（△） 42 △ 42
15 法人税等調整額（△） △ 8,795 △ 13,347 4,552
16 少数株主利益（△） 38 △ 209 247
17 当期純利益 △ 54,968 △ 60,653 5,685

（参考）

18 連結業務純益 △ 46,027 △ 67,573 21,546

（連結対象会社数） （社）

連結子会社数 4 0 4
持分法適用会社数 0 0 0

２．業務純益【単体】

（１）実質業務純益 △ 52,303 △ 73,490 21,187
職員一人当たり（千円） △ 44,362 △ 62,915 18,553

（２）コア業務純益 9,751 △ 4,331 14,082
職員一人当たり（千円） 8,271 △ 4,060 12,331

（３）業務純益 △ 47,089 △ 67,877 20,788
職員一人当たり（千円） △ 39,940 △ 58,143 18,203

（注）連結業務純益＝連結粗利益－営業経費(臨時処理分を除く)－一般貸倒引当金繰入額

19年３月期

19年３月期比

20年３月期

（注）連結粗利益＝（資金運用収益－資金運用費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）
　　　　　　　　　　　　　　　　　＋（その他業務収益－その他業務費用）

(百万円）

20年３月期 19年３月期

19年３月期比
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３．利鞘【単体】

①全店分
（％）

（１）資金運用利回 （Ａ） 2.10 0.07 2.03
（イ）貸出金利回 （Ｂ） 2.02 0.14 1.88
（ロ）有価証券利回 2.36 △ 0.12 2.48

（２）資金調達原価　　　　　 （Ｃ） 1.93 0.24 1.69
（イ）預金等原価　　　　　 （Ｄ） 1.54 0.13 1.41

①預金等利回 0.34 0.14 0.20
②経費率 1.19 △ 0.01 1.20

（ロ）外部負債利回 3.43 0.31 3.12
（３）総資金利鞘 （Ａ）－（Ｃ） 0.17 △ 0.17 0.34
（４）預貸金利鞘 （Ｂ）－（Ｄ） 0.48 0.01 0.47

②国内業務部門分
（％）

（１）資金運用利回 （Ａ） 1.91 0.12 1.79
（イ）貸出金利回 （Ｂ） 2.02 0.14 1.88
（ロ）有価証券利回 1.87 △ 0.05 1.92

（２）資金調達原価 （Ｃ） 1.55 0.14 1.41
（イ）預金等原価 （Ｄ） 1.53 0.14 1.39

①預金等利回 0.34 0.14 0.20
②経費率 1.18 △ 0.01 1.19

（ロ）外部負債利回 2.63 △ 0.43 3.06
（３）総資金利鞘 （Ａ）－（Ｃ） 0.36 △ 0.02 0.38
（４）預貸金利鞘 （Ｂ）－（Ｄ） 0.49 0.00 0.49

４．有価証券関係損益【単体】

①国債等債券損益
（百万円）

国債等債券損益（5勘定尻） △ 62,055 △ 69,160 7,105
売却益 6,953 △ 344 7,297
償還益
売却損（△） 27,797 27,795 2
償還損（△） 25,706 25,535 171
償却（△） 15,504 15,486 18

②株式関係損益
（百万円）

株式関係損益（3勘定尻） △ 1,466 △ 9,103 7,637
株式等売却益 10,523 1,955 8,568
株式等売却損(△) 4,937 4,929 8
株式等償却(△) 7,052 6,131 921

（※）平成19年３月期には、上記のほかに債券売却損13,864百万円を臨時費用に計上しております。

20年３月期 19年３月期

19年３月期比

19年３月期比

20年３月期 19年３月期

19年３月期比

20年３月期 19年３月期

20年３月期 19年３月期

19年３月期比
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５．有価証券の評価損益

①有価証券の評価基準
売買目的有価証券 時価法（評価差額を損益処理）
満期保有目的の債券 該当ありません
その他有価証券 時価法（評価差額を全部純資産直入）
子会社株式及び関連会社株式 原価法

（参考）金銭の信託中の有価証券
運用目的の金銭の信託 時価法（評価差額を損益処理）
満期保有目的の金銭の信託 該当ありません
その他の金銭の信託 該当ありません

②評価損益
【単体】

（百万円）

その他有価証券 △ 7,570 5,453 13,024 12,447 44,491 32,044
株式 △ 3,745 2,978 6,723 21,891 23,182 1,291
債券 2,259 2,372 113 △ 10,070 438 10,509
その他 △ 6,084 102 6,186 627 20,871 20,243

満期保有目的の債券

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表計上
額と取得価額との差額を計上しております｡

２．平成20年３月末における「その他有価証券」に係るその他有価証券評価差額金は、△7,570百万
円であります。

【連結】
（百万円）

その他有価証券 △ 7,552 5,474 13,027 12,495 44,540 32,044
株式 △ 3,727 2,999 6,726 21,938 23,229 1,291
債券 2,259 2,372 113 △ 10,070 438 10,509
その他 △ 6,084 102 6,187 627 20,871 20,243

満期保有目的の債券

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、連結貸借対照表
計上額と取得価額との差額を計上しております｡

２．平成20年３月末における「その他有価証券」に係るその他有価証券評価差額金は、△7,568百万
円であります。

平成19年３月末

評価損益
うち益 うち損

平成19年３月末

評価損益
うち益 うち損

うち損うち益
評価損益

子会社・関連会社株式

平成20年３月末

平成20年３月末

うち益 うち損
評価損益
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６．自己資本比率（国内基準）

【単体】
（百万円）

（１）自己資本比率 10.75 % △ 1.42 % △ 0.36 % 12.17 % 11.11 %
ＴｉｅｒⅠ比率 5.58 % △ 2.18 % △ 0.83 % 7.76 % 6.41 %

（２）Ｔ　ｉ　ｅ　ｒ　Ⅰ 66,127 △ 32,550 △ 14,332 98,677 80,459

（３）Ｔ　ｉ　ｅ　ｒ　Ⅱ 62,469 5,186 2,400 57,283 60,069

一般貸倒引当金 7,405 △ 540 △ 434 7,945 7,839

62,636 12,031 31 50,605 62,605

7,573 6,306 △ 2,802 1,267 10,375

（４）控除項目 1,123 △ 20 △ 8 1,143 1,131

（５）自己資本(2)+(3)-(4) 127,473 △ 27,344 △ 11,924 154,817 139,397

（６）リスクアセット 1,184,923 △ 86,290 △ 69,403 1,271,213 1,254,326

【連結】
（百万円）

（１）自己資本比率 10.62 % △ 1.27 % △ 0.12 % 11.89 % 10.74 %
ＴｉｅｒⅠ比率 5.63 % △ 2.17 % △ 0.83 % 7.80 % 6.46 %

（２）Ｔ　ｉ　ｅ　ｒ　Ⅰ 67,546 △ 32,445 △ 14,258 99,991 81,804

（３）Ｔ　ｉ　ｅ　ｒ　Ⅱ 63,262 5,256 2,455 58,006 60,807

一般貸倒引当金 7,489 △ 521 △ 416 8,010 7,905

62,636 12,031 31 50,605 62,605

6,863 6,254 △ 2,839 609 9,702

（４）控除項目 3,520 △ 1,970 △ 3,158 5,490 6,678

（５）自己資本(2)+(3)-(4) 127,288 △ 25,219 △ 8,646 152,507 135,934

（６）リスクアセット 1,198,253 △ 83,399 △ 66,619 1,281,652 1,264,872

７．ＲＯＥ【単体】
（％）

△ 59.3 △ 79.6 20.3
業務純益ベース △ 53.4 △ 73.3 19.9
当期純利益ベース △ 62.4 △ 68.1 5.7

19年９月期

[速報値] 19年３月期比 19年９月期比

20年３月期

19年９月期

[速報値]

実質業務純益ベース

補完的項目不算入額（△）

19年９月期比

負債性資本調達手段等

負債性資本調達手段等

19年３月期比

19年３月期

補完的項目不算入額（△）

19年３月期比

19年３月期

19年３月期20年３月期

20年３月期
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Ⅲ　　貸出金等の状況

１．自己査定結果と開示基準別の分類・保全状況【単体】

（20年３月末） （億円）

対象：

区分

非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類 与信残高

－ －

(0) (－)

－ －

(0) (0)

35 危険債権

(69) 227

要管理債権
3カ月以上
延滞債権

12

要管理先 71
貸出条件
緩和債権

58

82 小計

390

410 835

1,246

正常債権

15,817

14,559

合計

16,208

(注1) 貸出金等与信関連債権：貸借対照表の社債（当該社債を有する金融機関がその元本の償還及び利息の支払の

全部又は一部について保証しているものであって、当該社債の発行が金融商品取引法（昭和23年法律第25号）

第２条第３項に規定する有価証券の私募によるものに限る。）、貸出金、外国為替、その他資産中の未収利

息及び仮払金、支払承諾見返の各勘定に計上されるもの並びに貸借対照表に注記することとされている有価

証券の貸付けを行っている場合のその有価証券（使用貸借又は賃貸借契約によるものに限る。）

(注2) 自己査定結果（債務者区分別）における（　　）内は分類額に対する引当額です。

破綻先・実質破綻先のⅢ・Ⅳ分類額は、全額引当済みです。

自己査定結果（債務者区分別）

対象：貸出金等与信関連債権
要管理債権は貸出金のみ

その他は貸出金等与信関連債権

 

  総貸出に占める
 リスク管理債権
 の割合 　2.43％

金融再生法の開示基準

304

26 34 85.2%

保全率

5

分類

92

14

貸出金残高区分

100.0%

延滞債権

リスク管理債権

対象：貸出金

122 69 84.5%

担保・保証
等による
保全額

引当額

91 0

1,086 35

88.3%240 104

－

76

総与信に占める
金融再生法開示基準
による不良債権（小計）
の割合　　2.41％

16,208
15,086

77

227

14,559

正常先

合計

90

5

要
注
意
先 要管理先

以外の
要注意先

6610

破綻懸念先

実質破綻先

390

区分

与信残高

破綻先

101

破綻先債権破産更生債権
及びこれらに
準ずる債権

14

合計

9
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２．リスク管理債権の状況
部分直接償却 12年９月末より実施しております。
未収利息不計上基準 自己査定基準

【単体】
（百万円）

破綻先債権額 1,489 △ 389 134 1,878 1,355
延滞債権額 30,434 17,264 7,328 13,170 23,106
3カ月以上延滞債権額 1,262 950 896 312 366
貸出条件緩和債権額 5,840 △ 19,505 △ 21,851 25,345 27,691
合計 39,026 △ 1,681 △ 13,493 40,707 52,519
部分直接償却による減少額
  19年３月末：破綻先債権額　 8,365百万円　　延滞債権額　20,300百万円
  19年９月末：破綻先債権額　 4,302百万円　　延滞債権額　13,427百万円
  20年３月末：破綻先債権額　 4,843百万円　　延滞債権額　14,781百万円

貸出金残高（末残） 1,599,491 82,708 76,928 1,516,783 1,522,563
（％）

破綻先債権額 0.09 △ 0.03 0.01 0.12 0.08
延滞債権額 1.90 1.04 0.39 0.86 1.51
3カ月以上延滞債権額 0.07 0.05 0.05 0.02 0.02
貸出条件緩和債権額 0.36 △ 1.31 △ 1.45 1.67 1.81
合計 2.43 △ 0.25 △ 1.01 2.68 3.44

【連結】
（百万円）

破綻先債権額 1,858 △ 408 △ 4 2,266 1,862
延滞債権額 31,416 16,843 7,199 14,573 24,217
3カ月以上延滞債権額 1,274 953 881 321 393
貸出条件緩和債権額 5,859 △ 19,516 △ 21,847 25,375 27,706
合計 40,410 △ 2,126 △ 13,769 42,536 54,179
部分直接償却による減少額
　19年３月末：破綻先債権額 　8,908百万円　　延滞債権額　22,149百万円
　19年９月末：破綻先債権額 　5,113百万円　　延滞債権額　15,583百万円
　20年３月末：破綻先債権額 　5,437百万円　　延滞債権額　16,732百万円

貸出金残高（末残） 1,592,105 83,355 76,541 1,508,750 1,515,564
（％）

破綻先債権額 0.11 △ 0.04 △ 0.01 0.15 0.12
延滞債権額 1.97 1.01 0.38 0.96 1.59
3カ月以上延滞債権額 0.08 0.06 0.06 0.02 0.02
貸出条件緩和債権額 0.36 △ 1.32 △ 1.46 1.68 1.82
合計 2.53 △ 0.28 △ 1.04 2.81 3.57

リ
ス
ク
管
理
債
権

貸
出
金
残
高
比

（注）

19年９月末

19年３月末比

19年３月末

19年９月末比

20年３月末

リ
ス
ク
管
理
債
権

貸
出
金
残
高
比

19年３月末 19年９月末

（注）

20年３月末

19年３月末比 19年９月末比
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３．貸倒引当金等の状況

【単体】
（百万円）

貸倒引当金 14,596 515 △ 2,057 14,081 16,653
一般貸倒引当金 7,440 △ 5,214 △ 5,758 12,654 13,198
個別貸倒引当金 7,155 5,729 3,701 1,426 3,454

【連結】
（百万円）

貸倒引当金 15,943 620 △ 1,889 15,323 17,832
一般貸倒引当金 8,718 △ 4,997 △ 5,603 13,715 14,321
個別貸倒引当金 7,225 5,618 3,715 1,607 3,510

４．金融再生法開示債権【単体】

（百万円）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 9,212 △ 2,486 △ 622 11,698 9,834
危険債権 22,782 19,379 8,033 3,403 14,749
要管理債権 7,102 △ 18,556 △ 20,955 25,658 28,057
小計    　　　 　　　（Ａ） 39,097 △ 1,663 △ 13,544 40,760 52,641
正常債権 1,581,707 82,782 89,760 1,498,925 1,491,947
総与信合計           （Ｂ） 1,620,805 81,120 76,217 1,539,685 1,544,588

（％）
開示債権比率 （Ａ）÷（Ｂ） 2.41 △ 0.23 △ 0.99 2.64 3.40

部分直接償却による減少額
　19年３月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　29,646百万円
　19年９月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　18,553百万円
　20年３月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　20,502百万円

５．金融再生法開示債権に対する保全状況【単体】

（百万円）

保全額　　　　 　　　（Ｃ） 34,523 984 △ 9,460 33,539 43,983
貸倒引当金 10,442 962 △ 2,463 9,480 12,905
担保保証等 24,080 21 △ 6,998 24,059 31,078

（％）
保全率 （Ｃ）÷（Ａ） 88.3 6.1 4.8 82.2 83.5

9,212 22,782 7,102 39,097
9,165 12,296 2,618 24,080

回収懸念残高 46 10,485 4,484 15,016
貸倒引当金 46 6,957 3,438 10,442
引当率 100.0% 66.3% 76.6% 69.5%
保全率 100.0% 84.5% 85.2% 88.3%

19年３月末 19年９月末

19年３月末比 19年９月末比

債権残高
回収可能見込額

（Ａ－Ｄ＝Ｅ）
（Ｄ）

危険債権 要管理債権 合計

20年３月末

19年３月末比 19年９月末比

19年３月末 19年９月末

19年９月末比

19年３月末 19年９月末

19年３月末比

19年９月末19年３月末

（注）

20年３月末

20年３月末

（Ｆ÷Ｅ）
（Ｄ＋Ｆ）÷Ａ

19年３月末比 19年９月末比

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

（Ａ）

（Ｆ）

20年３月末
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６．業種別貸出状況等

①業種別貸出金【単体】
（百万円）

1,599,491 76,928 1,516,783

158,951 174,872
1,801 47 3,240
200 200 301
138 21 105

60,620 3,354 64,688
2,719 26 2,767
4,112 451 4,345
43,828 6,419 43,113
125,334 135,361
80,112 84,225
295,343 △ 161 292,389
129,059 127,272
44,755 8,447 39,485
652,510 544,608

②中小企業等貸出金残高・比率【単体】
（百万円）

中小企業等貸出金残高 1,232,925 1,252,244
中小企業等貸出金比率 77.08 % % % 82.55 % %

20年３月末

19年３月末比
△ 19,319 1,212,790

19年３月末 19年９月末

19年９月末比
20,135

3,755△ 10,027

2,954 295,504
9,611△ 4,113

△ 4,068
△ 48
△ 233

715

不 動 産 業
各 種 サ ー ビ ス 業
地 方 公 共 団 体
そ の 他

△ 5.47

82,708
19年３月末比

20年３月末

国 内 店 分

製 造 業
農 業
林 業

（除く特別国際金融取引勘定）

電気・ガス・熱供給・水道業

金 融 ・ 保 険 業

運 輸 業
卸 売 ・ 小 売 業

情 報 通 信 業

△ 101

△ 2,568

57,266
鉱 業
建 設 業

117

△ 15,921
△ 1,439

33

37,409
121,579
70,501

2,693
3,661

19年３月末

19年９月末比

1,754

19年９月末

1,522,563

161,519

5,270
613,032

121,212
36,308

1,787

39,478

7,847

79.65

107,902

△ 2.57

－ 15 －
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